
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 934回(2月 12日)例会の記録  
 

点 鐘     若松泰誼会長  
合 唱     四つのテスト 
第２副ＳＡＡ  東君、古谷君 
ビジター    狭山ＲＣ会長以下  11 名 

                新狭山ＲＣ会長以下 15 名 

卓話講師    宮城県女川町商工会 

        経営指導員副参事 青山貴博様 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
30名 28名 92.59％ 82.14％ 

 

  会長の時間         若松会長 
「女川町 青山様をお迎えして」 

皆さんこんにちは、本日は狭山Ｒ.Ｃの皆さん、

新狭山Ｒ.Ｃの皆さんをお迎えしましての例会と

言う事になりました。 

合同例会と言う事では無く、メーキャップによ

る参加と言う事になりましたが、両クラブの皆様、

本日はようこそいらっしゃいました。 

今回の合同の集まりに関しましては伏線がござ

いまして、第 2570 地区第 3グループ井花直前ガバ

ナー補佐から前年度最後の会長、幹事(新・旧)お

別れ会の席でお願いがありました。それは、年の

初めの 3会合同新年会の他に、皆さんが集まる機

会を企画して欲しいというリクエストでございま

した。 

新年度になりましてから、市内 3クラブの会長

と何度か話し合う機会がございまして｢どんな形

でもいいから 1回実施しましょうか｣と言う事で、

そして今回の例会となった訳でございます。いざ、

実施しようとなりますと中々良いチャンスが無く

て今日まで延ばし延ばしになりましたが、このよ

うな企画はコミュニケーションを広げる意味で大

変有意義な場として考えましてこれをスタートに

して今後とも又企画して行きたいと考えていると

ころでございます。 

我々のクラブでは一昨年、東北地方の被災者の

皆様へ何かお手伝いは出来ないかという事で会員

の皆さんのご協力をいただき寄附をさせて頂きま

した。 

効果の確認が取れる所と言う事で、宮城県女川町

の方へ寄付をさせて頂きました。 

そして昨年の秋に復興状況を見る事と励ます事

を目的としまして女川町まで会員の皆さんと家族

同伴で行って参りました。その折に本日卓話のゲ

ストとしてお見えになっています青山様のお話を

現地でお聞きしました。その話は現実の生々しさ

というか、実際に起きた事実の迫力に圧倒されま

した。青山様自身が九死に一生を得られた訳でし

て その後、家族との再会とか胸を打つ話ばかり

でございます。 

我々もその話をお聞きして我々だけではなく、

その時に出席出来なかった方や、他クラブの皆様

にも是非お聞きいただけたらと言うのが本日の主

旨でございます。  

我々のクラブでもお話しを聞いてから被災地の

事を忘れない様にしようというのは勿論のこと、

支援を少しでも続ける事が出来たらと言う事で昨

年のフリーマーケットの売上金等を些少でござい

ますが女川町の方へ贈呈させて頂こうと考えてお

りまして、この後贈呈式を行わさせて頂きたいと

思います。 

本日はどうか青山様のお話をゆっくりお聞きに

頂き、震災が風化しない為の一助になる事を皆様

にご協力をよろしくお願いしましてご挨拶とさせ

ていただきます。 
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 日常、当たり前のことが突然途絶えるとしたら

皆様は何を真っ先に思いますか？ 

その思った事を大切にして下さい。 

ありがとうございました。 

 

 

  幹事報告                稲見幹事 
今日は狭山 RC の皆様、新狭山 RC の皆様、大

勢でお出で頂きましてありがとうございます。 
今日は講師の青山さんを迎えまして、女川の現

状と被災した時の状況をお話頂けると思います。 
私共、先般女川に視察に行ってまいりました。

女川は海面から 5m 程の所に国道を作るという計
画になっておりまして、その 5m に達するところ
にポールが立っておりました。しかし私が見た限

りではまだ土も盛られておりませんし、まだまだ

これからが復興だということを思い知らされまし

た。しかし報道で聞きますと、女川は東北では一

番進捗率が図られている町だそうです。女川があ

の状況ですので、今如何に東北の復興が遅れてい

るかということを目の当たりに致しました。是非

今日の青山さんのお話を聞いて頂き、現状の東北

を知って頂ければ、我々が忘れず、復興が成され

るまで一生懸命応援するという心が大切だという

ことがわかると思っております。 
第 934会例会のの会務報告は特別ありません。 
例会変更が入間 RC、 
受贈会報が入間南 RC、飯能 RCより参っており

ます。 
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昨日から狭山に訪れまして、若松会長を始め多

くの皆様にご歓待をして頂きました。震災からも

う 2 年になりますが、あんなに楽しい時間を過ご
したのは本当に久しぶりでした。感動をし、涙が

でました。本当に感謝しきれないと思っておりま

す。 
今日は 3 ロータリーの多くの皆様に集まって頂
き、楽しみにしている等という言葉を聞くと、本

当に来てよかったと、涙が出ます。 
今、多くの義援金、支援金を頂戴いたしました。

そして何よりも震災直後から狭山中央ＲＣさんに

於かれましては、女川町に縁もあったということ

で、震災後 2 回訪れて頂いております。今お話に
もありましたように、女川町は被災地の中では復

興はやや早いのではないかということが言われて

おりました。確かにそうでして、女川町には原発

もあり、原発マネーもある関係上、単独行政、平

成の大合併も辺りの近隣市町とはせず、単独で行

こうという中で進んでまいりましたので、周りの

市町村から見れば、女川町は自分達ばかり合併し

ないでとは言われておりましたが、この震災を受

け、それが幸い致しました。単独行政なので、直

接県や国に物を申すことができるのです。コンパ

クトな中で小回りが利くものですから、他の大き

く合併した市町村よりは歩みが多少早いのかと思

います。 
先ほど自民党青年局長・小泉さんのお話があり

ましたが、女川町長・須田は実は私の同級生でし

て、昨年 11月に町長に就任致しました。小泉さん
の前の青年局長ということで、小泉さんは震災直

後から頻繁に、多くの若手議員を引き連れて女川

に来られ、我々の話も本当に親身に聞いて頂き、

色々な被災地の問題について、それ以外も視てい

るのでしょうが、女川も視て頂き、国会でも話し

て頂いて、今の法案や支援策に繋がってきており

ます。これも一例ですが、昨日狭山にきて皆様と

話をしながらいざ掘り下げていくと、意外と東北

に縁があったり、直接女川に縁があったりと、6



時間かけて来るこんなに遠く離れた所でも、意外

と人は繋がるところは繋がるのだと、若松会長と

も不思議な縁が沢山あるというお話をさせて頂き

ました。狭山の皆様の熱い気持ちと応援して頂い

ている気持ち、本当に何とも言えず、感謝を申し

上げる次第です。 
女川ばかりではなく、色々な被災地を皆様視て

頂き、応援して頂いていると思いますので、被災

地を代表して、御礼申し上げます。 
それでは、東日本大震災を経験してというお話

をさせて頂きたいと思います。 
 

…映像を見て… 
 

津波は最初から、ものすごい勢いでした。津波

とは緩やかに来るのかと思っておりましたが、大

間違いで、一瞬で町を飲み込んでいきました。タ

イヤが半分くらい飲み込まれると、車等は簡単に

流されていきます。あれよあれよという間に、町

の通路という通路、隙間という隙間に水が流れて

いきました。2m上がらない木造住宅は簡単に流さ
れていきました。 
津波は押すのも怖いですが、引く方が怖かったで

す。ありとあらゆるものを巻き込んで、引いてい

きました。 
 
女川は、飛沫(水しぶき）の一番飛んだ距離が 43m
と言われており、被災地では最大、最強レベルで

す。そして私の事務所、商工会は 4 階建ての事務
所でしたが、その屋上の給水塔（6mほどの高さ）
に上ってぴったり足元ぐらいまで追い詰められま

したので、水の高さで言いますと 20m位は来てい
るといった感じです。 
震災前の女川町は、土地の無い町、町の面積の

約 80%は森林でしたので、開拓しては埋めてとい
うことを繰り返した、埋め立て地だそうです。小

さい町なのに、地価は高く、建物が密集した町で

したが、それがあの一撃により失われました。茶

色い建物「マリンパル女川」は、女川の観光複合

施設でして、ここで月に 1 度イベントを開き、多
くの皆さんが訪れ、女川の観光の中心になってお

りました。しかし震災後は、アスファルトは剥が

され道路は海に流されました。 
女川の震災前、3 月 11 日現在の人口というのは、
10,014 人おりました。2035 年には 6,000 人にな
る町だと、宮城の地銀の中では最高の七十七銀行

の統計調査が出た辺りでした。6,000 人になって
しまったら商業も経済も成り立たない、どうしよ

うかと騒いで、勉強会を作って始めた年辺りでし

た。震災によって 832名(人口の 8.4%)、約 1割の
方が尊い犠牲になってしまいました。行方不明者

の人数は殆ど一桁台になってきておりますが、親

族にしてみれば遺体があがらないので、亡くなっ

ているのは分かっているけれども、見つかるまで

不明だという立場の方も若干おられます。 

震災前の家屋の数は、住んでいる・住んでいな

いは別として約 6,500 戸ありましたが、それが津
波により 73%、約 4,800戸が流され、無くなりま
した。仮設住宅に於きましては、約 30の地区に約
1,300 戸建てておりますが、それでも足りず、石
巻にアパートを借りる、仙台の娘、息子、親族を

頼って出ていくといったことがあります。 
産業の状況ですが、女川町の基幹産業は水産業

で、獲る漁業、加工する加工業といったところで

す。獲る漁業、女川町は銀ザケの養殖の日本一を

誇っており、さらにホタテ・ワカメ・カキ・ホヤ

等が豊富に獲れ、そして多く出荷しておりました。

漁業者の皆さんは、震災前は約 1,300 艘の船を持
っていたそうですが、それが震災により、一生懸

命逃すように沖に逃げたのでしょうが、やはり甚

大な津波だったので、通説が通用せず、9 割ほど
の船が無くなったそうです。震災直後は約 130艘
まで減りましたが、今は色々な支援によって 500
艘くらいまでは回復しているであろうということ

です。高齢の方が多く漁業をしておりましたので、

この震災と共に家も、船も、養殖施設も無くなっ

たので辞めようという人も多くおりますが、ここ

でも頑張ろうという若者がおりますので、こうし

た人たちに期待をしているところです。 
水産加工会社も大小で 50位ありましたが、これも
一撃の下なくなりまして、現在は 5 社程度しかあ
りません。この加工屋というものが女川では一番

経済を回し、雇用を生んできたところであります。

ここで働く女性たちが一生懸命働き、夕飯の支度

をするために商店街で買い物をするということで、

お互い循環できていたわけですが、これが何もな

くなりましたので、雇用も生まず、経済も回らず

といった状態になりました。そしてもう一つ、女

川には女川原発というものがありますが、実はこ

ちらも大きな雇用を生み、経済も生むところでし

た。原発の職員だけで、下請けも含めますと 2,000
人位おります。そういった所にものを卸したり、

毎年 1年動かすと 1年原発を止めますので、そこ
に多くの定期点検者ということで、外部の皆さん

がたくさん訪れ、女川でお金を使っていくという

状況でした。しかし今は止まっているので、この

定期検査もなく、原発も回らない、要はここでは

経済も回っていかないということです。原発には

皆さん色々な意見があるかと思いますが、立地町

にすると、まず経済のことを考えると、動いても

らった方が有り難いという話があります。 
小売につきまして、従前、駅前通り商店街、海岸

通り商店街、マリンパル商店街等 6 つ商店街があ
り、約 170店舗が集まっておりましたが、これが
一撃で一瞬にして失われました。かろうじて津波

を免れたのが、女川の入り口にあるセブンイレブ

ンさん、こちらも我々商工会の青年部長経験者が

やっているお店ですが、こちらだけでした。海か

ら約 4km離れた所、津波を免れた地区にあるコン
ビニですが、国道を遡上してこの 4km離れたコン



ビニまで水は実際に行っており、1m位浸水してお
ります。しかし食べ物が流されなかったため、次

の日から営業ができました。本人たちは、電気も

止まっているしどうしようもないと言っていたの

ですが、私もオーナーと会い、残っている商品を

売って欲しいと話しました。そしてそんなことを

頼む以前に群衆が集まり、開けろと大騒ぎになっ

ておりました。皆全て流され、かろうじて生きて

いるという状態で、しかし財布だけは持って逃げ

ますので多少のお金は持っており、セブンイレブ

ンに密集をしておりました。暴動が起きて盗みが

起きるのではないかと懸念致しましたので、オー

ナーは電卓だけで 9 時間、すごい人数を相手に営
業を致しました。しかしそれでも、盗みはあるの

です。夜、ガラスを全て割られ、せっかく頑張っ

て商品を全て出したのに多少残っているものを目

がけて、悪い人がいるのです。 
先ほどもお話しましたが、女川とは水産加工業が

メインで中国人研修生もかなり多く入っておりま

す。全てとは言いませんが、やはり中には悪い人

が日本人も含めておりまして、徒党を組んで行っ

たようです。オーナーは私に、売るものは売って

商品がほとんどない中だったので、ガラスは割ら

れたけれど、結果オーライだ、火を点けられない

だけよかったと言っておりました。次の日に営業

できたのはこのセブンイレブン 1 軒でしたが、今
は皆さんからの色々な支援があり、仮設商店街も

ある程度充実致しまして、約 70店舗、（生き残っ
た所と仮設商店街 60店舗）がありまして、小売り
が動いております。 
そして建設・建築は反比例するようにバブルで

す。震災特需が訪れております。特に建設業、瓦

礫の撤去等を行っている土建屋については、本当

に納税 2億円等となっており、今まで 2億円の売
り上げもなかったのに、4、5千万円しかなかった
のにといった事業所でも、納税で 2~3億円という
状況になっております。しかしこれで良いのだと

思います。瓦礫撤去に多くの雇用が生まれており

ますし、納税もしてもらっているということは、

全てが壊滅的なので、やはり良い人たちが居なけ

れば女川としては大変だということ、土地もだん

だんと方向性も見えてきたので、建物も建つよう

になると、今度は建築も忙しくなると思いますの

で、職人が全く足りないという見通しも今立って

きております。 
その中で商工会の主な活動です。大きい町には商

工会議所、郡部は商工会といった感じの住み分け

で動いておりますが、商工会議所法、商工会法と

いう法律の下に、活動している団体でございます。

平たく言えば商工業者の何でも屋ということで、

言われれば大抵の事業に掛かる部分の事は、税務

から労務等、様々なことを行っております。皆様

の会社に置き換えて頂ければよいとおもいますが、

震災直後は会員の安否の確認です。皆様で言えば

顧客の状況確認となるかと思います。本来ならば

何てことはない話なのですが、事務所は壊滅、パ

ソコンもやられ、データ・会員名簿すら無くなっ

てしまった中で、車も流され、多少生き残った車

も、ガソリンが 2 か月半位まともになかった状態
でしたので、また大地震、津波が来るだろう、そ

の為だけに車は温存したいということで動かしま

せんでした。そのため車、ガソリンが無く、携帯

も電気も通じないため、連絡手段が一切無い中、

まさに足で、日が昇ると外に出て、帳面とボール

ペンを持ち避難所に行き、会員さんを見つければ、

ああ良かったと、そして他の会員さんの情報を一

人一人見つけては聞くということを繰り返し、約

450人の会員でしたが、それを全て把握するのに 7
月位までかかりました。 
私も震災の年、平成 22年から女川に配属になりま
して、全ての会員を網羅していた訳ではありませ

んでした。そんな中、名簿もなく、聞いては聞い

ては聞いてはといった口伝の中で、450 人見つけ
ることに 3 ヶ月、中には全滅してしまっている会
もありまして、そこの会員さんのみならず一族も

皆逝ってしまったということで、その縁者まで探

し当てるには、実際 12月位までかかりました。も
う亡くなっているのはわかるのですが、やはり会

なので、脱退の意向等も全て調査しなければなら

ず、約 1 年かけて皆発見致しました。本当に辛か
ったです。 
次に労災保険ですが、2時 46分の地震、事業主

は｢逃げろ、帰れ｣と言い、従業員は逃げ、帰りま

す。そして 3時 26分頃、40分後くらいに津波が
訪れたのですが、大体皆逃げているのだとは思い

ますが、家に帰って更に避難所に逃げる途中で亡

くなったのか等という、そんな事実関係は正直な

所わかりません。そのため労災保険、通勤災害と

いうことで、100数十件、この請求を致しました。
しかし国というのはやはり事実関係を調べろとい

うことで、そのため会員調査も必要だったのです

が、本当に帰ったのか、帰る途中だったのかとい

うことを亡くなった方の縁者まで当たって聞きま

した。しかし縁者もそんなことはわからず、けれ

ども国はわからないでは済まされなということで

した。調べるだけ調べて、もう情報が無いので、

事業主は帰れと言う命令をしたのだから、通勤災

害で良いだろうということにし、最後の方は監督

署では埒が明かず基準局まで行き、状況を説明し、

通勤災害ということで多くの方が労災認定を受け

ました。 
死亡共済金ですが、我々も団体なので色々な保険

制度を持っていたり、後は国の制度で小規模企業

共済等の手続き、そして火災保険、自動車保険等、

これが 5~6月に集中した事務でした。パソコンも
電気もない中、しばらくこの作業を行っておりま

した。しかし 5~6月にこうした手続きを出来る事
業主、ご家族というのは皆、自分たちは幸せだと

言いました。亡くなっているのに幸せ等というこ

とはないのですが、何が幸せかと言いますと、彼



らには遺体が上がったということ、亡くなってい

ても見つかったということです。見つかったので

行政への届け出も出来き、除籍謄本も出せ、死亡

診断書も出るということで、あの時期にこの手続

きができるということは幸せだと泣きながら話し

ておりました。 
そして「きぼうのかね商店街」ということで、仮

設商店街ですが、これを建設致しました。これは

ロンドンに本部を置く「救世軍」というキリスト

教団体さん（布教をするにも人道的支援をするに

もやはり軍隊的組織といった形態を作って行うと

いう考え方の皆さん）から、1 億数千万円の援助
を受けまして、木造店舗 30店舗をまず商工会が単
独で建設致しました。そして「中小機構」という

国の中小企業庁の外郭団体がありますが、そこで

仮設店舗 20店舗を建設し、合わせて 50店舗で「き
ぼうのかね商店街」という被災地では最大級の商

店街を建設致しました。 
また震災によって全てを失った同業者が立ち上が

るために協同組合を作りました。協同組合はよく

ありますが、この場合の協同組合は異例中の異例

で、本当は会社組織的な物なのですが、皆流され、

建物を建てることも全くできない中なので、例え

ば行政で、避難所の為に小さいけれど食堂を作っ

たので誰か運営して欲しいと言っても、一個人一

企業には貸さないのです。しかし組織的な違いな

のでしょうか、会社にも個人にも貸さないという

ことであっても、この協同組合には貸すのです。

その為、にわかですけれどもこの協同組合、たっ

た一年の間に 3つ、さらには株式会社を 4つ位作
りました。一年の間にこんなに定款を作り、登記

をしてと、非常に忙しかったです。 
また、国・県の緊急雇用制度というものがありま

す。これは一人 182,000円、国・県が出すので、
津波で職を失った人を雇いなさいという制度です。

我々の商工会は 4 人しか職員がおりませんが、取
りまとめをする関係上、今商工会には臨時雇用だ

けで 50名位おります。事務所にはおいてなく、作
った協同組合等に皆はり付けて行っております。

50 人の給与計算等、この事務も本当に大変です。
そしてあとは、国及び県の震災施策が色々と出て

おりますので、こうしたものの取りまとめと申請、

その中でもグループ補助金というものがあり、被

災地ではこれを巡って、本当に熾烈な交渉を行っ

ております。130 億円位の補助金を今頂戴して、
この申請作業で今事務所は目も当てられないよう

な状態です。このグループ補助金、どういうもの

かと言いますと、まずグループを組んで、こんな

活動をするので、この活動、グループを認定して

下さいと、国・県に申請を致します。国と県が本

当に厳しい中良い活動をすると、このグループを

認定し、これによってこのグループ構成員に対し

て、掛かる経費、復旧なので、自分の店舗を、工

場を戻すということで 10億円かかるとすると、国
が 3/4、7億 5千万円出し、あとの 1/4は自己負担

という制度なのです。我々金融も扱いますが、震

災以降金融の相談はありません。借りれば返さな

ければなりませんので、今皆こうした補助事業に

全精力を向けて、事業者は躍起になっております。

特にこのグループ補助金と言うものは、そうした

制度なのです。そんなわけで皆血眼になっており、

商工会、そして石巻の商工会議所さん辺りは、こ

のために本当にとんでもない労力を使っておりま

す。 
活動（2）ということで、地域を網羅したといこと
で、｢女川町復興連絡協議会｣というのを作りまし

た。これは当商工会長の高橋が商工会を預かって

はおりますが、水産にも大きな影響力を持ってお

りますので、壊滅した女川町を見て、水産、商業、

工業、行政、議員、住民だ等と言っている場合で

はなく、こんなに何もなくなった所で、憂い者集

まれと、ありとあらゆる人を集めて、震災の翌月

4月 19日、何もない中、口伝だけで集まってもら
い、立ち上げた会です。そこで何をするかと言い

ますと、本当に色々な立場からの皆さんの意見を

聞き、私はそれを取りまとめ、行政等に具申しま

す。こうしてどんどんとお話していくのです。こ

れを震災の年 1 年間続けまして、行政とするとも
う無視のできない団体になっておりました。何か

あったら復興連絡協議会(FRK)の話を聞かないと、
ということで、今は行政と本当に二人三脚でやっ

ております。地域住民、民間代表、そして議員も

巻き込んだということで、その議員の中には当時

県議会委員、現町長となった須田も入ってもらい

ました。そして 11月にこの県議を町長にというこ
とで、復興連絡協議会から押したということで、

町長もだしたといった感じです。 
当然復興連絡協議会で行っていることですが、頻

繁な町行政への意見具申、後は青年部員、その OB
等で「コンテナ村商店街」という、5m×2.5m の

コンテナを 10個、海外から支援を受け並べ、店に
したものを建設致しました。皆さんから見るとち

ゃちなものでしょうが、震災直後の 7 月、4 か月
後にこの 10個を置いて、商店が始まったのです。
我々の青年部、熱い者が多いので、「採算なんかは

良い。パンツ一枚、靴下一足買えない人々がいる

のだ。我々がやらなければ」と、こうした思いか

ら始まりました。被災した建設屋の青年部員の土

地が、すっぽり流され何もなくなりましたので、

広い所にコンテナ 10個を置くだけです。しかしこ
れにも行政は待ったをかけて来るのです。建てる

わけではなく、置くだけだから良いではないかと

言いましたが、私たちが何かを置くと他も何かを

置くからと止めてくれということなのです。1 ヶ
月ばかり、行政と喧嘩を致しました。そして何と

か了諾をもらいオープンの日、テープカットを致

しましたが、そこにはあんなに喧嘩をした行政が

テープカットをしに来るのです。何なのかと思い

ました。この 10個を置くだけでも涙を流しながら
行ってきたわけです。今はこれが復興の象徴とい



うことで、色々な観光客の皆さんに来て頂いてお

ります。 
そして新たな地域特産「女川カレー」というもの

も作りました。なぜ女川でカレーかといいますと、

神奈川のボランティアさんが女川に炊き出しにみ

えられ、当時何もなかった我々に、温かいカレー

は本当に有り難かったのです。皆が彼らに「あり

がとう」「どうもね」「また来てね」と言いました。

すると彼らはびっくりし、感動をしたのです。こ

のカレーは、鎌倉にあるアナン株式会社さんとい

うカレースパイスを扱う会社が、被災地の人に、

年寄りでも子供でも辛くなく、消化にも良く、体

の保温もする豆を主とした、被災地用に向けて作

られたもので、これを炊き出ししてもらい、感謝

を我々がしたことによって、それならばこれを女

川の人に作ってもらい、1 人でも 2 人でも雇用を
生むようにということで商工会に話が来ました。

私はとても良い話だと感謝し、一緒にやりましょ

うと、今始めております。これも多くの皆さんの

協力があってできたもので、女川は何もなくなり

ましたので、やはり特産を生もうということで作

り始めました。 
今雇用 1 号が、アベミワという女性（30 代）で、
彼女は女川スタンプ会という商品券であったり、

ポイントカードであったりと町内の商工行政の一

役を担う所の女性だったのですが、商店街が全て

無くなり、スタンプ会の存在価値が無くなってし

まった為失職してしまいましたので、この女性を

今代表にして、一生懸命頑張っています。 
まだ建築条件等色々な制限がありまして、やる気

があってもやれないといった状況なのですが、そ

んな中でも、少しずつ始まった皆さんのものを、

我々が外に出ればお話しながら、宣伝して歩って

います。ただお話をして皆に知ってもらう、それ

で 1人でも 2人でも協力してもらえればといった
感じです。 
ご当地ヒーロー「リアスの戦士★イーガー」で

すが、我々青年部の者が震災の年の夏、自分たち

でご当地ヒーローを作り、地域の子供たち、地域

の活性化に役立ちたいということで作りました。

これは NHK 等でも全国区で流れましたので、ご
存知の方もいるかもしれませんが、最初は地域の

子供たちの為といったものでした。「リアスの戦士

★イーガー」は商工会の 4階建て中の 3階、青年
部室にいつも収めておりましたので、震災で流れ

てしまったと思ってはおりましたが、石巻にある

ウェットスーツを作る「モビーテック」という世

界でも有名な会社の社長さんが、このイーガーの

ファンでして、下地のウェアをウェットスーツで

作ってくれるということで、3 月の震災前に採寸
で預けておりました。青年部員は震災でそれをす

っかり忘れておりまして、ある日そのモビーテッ

クの社長さんが、イーガーを返すからとわざわざ

女川まで来てくれました。青年部員は皆驚き、イ

ーガーが帰ってきた、イーガーが生きていたと、

それを見て皆泣きました。青年部員は当然、家や

店を流されております。そういった彼らが、イー

ガーが帰ってきたということは、これで泣いてい

る子供たち、落ち込んでいる子供たちのためにや

らなければと、自分たちも辛いのですが活動をし

ております。それで今、ことあるごとに「イーガ

ー」は登場しております。私も分刻みで忙しいの

ですが、その中の「ワルワル団」という、やられ

役の一員に一応なっています。時間があればいく

らでも彼らの活動にいくらでも協力したいと思っ

ております。Youtube等でもご覧になれますので、
時間があれば皆さん見てみて下さい。 
そして、県外に向けた強力な販路拡大ということ

ですが、今お話したカレーにしろ、何にしろ、町

内の購買力というものは、もともと薄かったので

すが、この震災でさらに壊滅的になっております。

そのため、このような形で強力に外に売り、外貨

を稼いでいかなければいけないということで、私

は伝道師としてお話させて頂き、そして発送から

何から、お手伝いできれば全て行っております。

物は作れますが、正直人が雇えないので、商工会

を窓口として行っております。しかし本当に外に

売っていかなければ、経済が回らないという状況

です。 
県の連合会という我々の JOB 団体があるので
すが、そこから今人を 1 人借りています。これは
県の連合会から言うようにと言われているのです

が、女川は助けがないと正直、回りませんでした。

東北大学出身の優秀な男性に、私の片腕となって

頂きもう 2 年、共に活動しております。寝食を共
にし、家に泊まりこんで先ほどのグループ補助金

の事など、深夜まで一緒にやってくれます。本当

に有り難いです。家も家庭崩壊をしておりますが、

彼も家庭崩壊をしてしまっているだろうと思うと、

悪いなと思いますが、ただそこに生きたものの宿

命としてやっていくしかありません。こうしたこ

とも踏まえて、我々団体は、地域あっての商工会、

会員あっての商工会ということです。 
地域があってということは、商売が有る無しに関

わらず住民がいなければなりません。人が住み、

そこで活動をしてもらうことによって、そこから

商業、工業が成り立っていくわけです。実際住民

の方がいなければ、商工会、商工会議所は存在価

値がなくなり、必要なくなるのです。今私の仕事

と言いますのは、商業、工業だけを見ている場合

ではなく、地域に如何に人を住まわせるかという

こと、商工会、復興連絡協議会でのモットーです

が「住み残る町」、「住み戻る町」、今多くの皆さん

が出て行っています。そして最後に「住み来たる

町」、新たな皆さんが来てくれる町、それを今考え

ております。私も役場職員並みに、町の復興計画

などに携わっておりますが、それもやはり定住を

させ、最終的には商業、工業を回して行こうと、

そんな立場で活動をしております。 
女川だけではないかもしれませんが、被災地では



こんな活動をしておりますので、是非、一度視て

頂けると良いなと思います。 
 

・・・写真説明・・・ 
 
「きぼうのかね商店街」 
商工会で建設しましたが、お金は海外から、木材

は宮崎県から、窓枠はアメリカから、設計は鎌倉、

建てるのは女川の建設組合の皆さん等、有り難い

のですが色々な支援

が重なりすぎて、私一

人で取りまとめてい

たので、この調整が大

変でした。色々な方の

協力を頂き木造店舗

ができ、今は木造店舗

30店舗、国のプレハブ 20店舗の計 50店舗で被災
地最大級の仮設商店街となります。地域の方、会

員の方に遅い等と怒られながら、本当に神経をす

り減らした話でした。 
 
「復興連絡協議会（石破先生来所時）」 
彼等は行政に行っても話を聞きますが、民間はど

のように考えているのだという時に、復興連絡協

議会に来て、我々の話を親身になって聞いてくれ

ます。行政も民間の話をどこで聞けば良いかとい

うことになると、復興連絡協議会、商工会に行っ

てという話になるので、

本当に有り難いです。

国政の色々な施策にも

女川案ということで出

して頂いており、全て

が要望通り叶うわけで

はありませんが、末端

から上げていったものが法律の一つになってくれ

ているということが有りがたいです。被災があっ

たからこそ巡りあったご縁なのだと思います。 
 
「コンテナ村商店街」 
こんなコンテナを 10個置くだけで、町と 1ヶ月も
喧嘩しなければならないことは、どうかと思いま

す。しかし当時はそれだけカオス状態であったと

いうことです。この 10個を置くだけでも、町を挙
げての大騒ぎです。今となっては笑い話になって

おります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「リアスの戦士★イーガー」 
イーガー、越前クラゲ

怪人・クララーゲ、そ

してワルワル団という

やられ役がおりまして、

コミカルな活動をして

おりますので、是非応

援をお願い致します。 
 
「女川カレー」 
是非宜しくお願い致します。

私も一応取締役になっており

ます。副職禁ずですが、どう

しても立ち上げたもので、是

非お願い致します。 
 
震災時の状況をお話しさせて頂きます。 
午後 2時 46分、本震、そして 20分後、3時 6分
に大きな揺れが来ています。一連の中でもう有耶

無耶だなどと皆さん言っておりますが、この 2 回
目の方が揺れとしてはきつかったです。本当に立

てませんでした。2時 46分はなんとか立って、外
まで走って出ることができたのですが、この 3 時
6 分のものは、丁度その日に確定申告の時期で税
理士さんがお見えになって、座敷で打ち合わせを

していたのですが、すごい揺れで、税理士さんと

私はぺたりとなったまま立てませんでした。よく

地震体験カーで女性キャスターが｢立てない｣と言

いますが、そんなことがあるのかと思っていまし

たら、まさにこれでした。本当に立てずに、それ

でも必死になって柱につかまり、壁に寄り掛かり、

壁伝いにようやく外に出た 3時 6分の地震です。
これはまずいと、若輩者の私が思った以上に、年

長者の皆さんはただ事ではないと感じておりまし

た。2時 46分の時には、何とか皆、地域の人も外
に出て、宮城県沖地震という 30年の内に必ず来る
と言われている地震がありますので、46分の時に
は、皆外に出て、宮城県沖地震はこれで終わりだ、

家をもう建てても良いかな等と、実はこんな感じ

でした。 
我々は地震の対策もしておりましたので、地震

でつぶれる等ということは、女川ではありません

でした。地震だけならよかったのです。3 時 6 分
の地震でこれはさすがにまずい、逃げるぞと、皆

逃げ始めました。そして皆散り散りバラバラ、逃

げることから始まりました。それでもやはり、残

っている人は残っておりました。 
そして 3時 26分、津波が海から押し寄せるわけで
す。10分程度で 20mの高さまで達しております。
商工会は 1 階が駐車
場、2 階が事務室、3
階が青年部室・女性部

室、4階が 100名以上
入る大会議室があっ

たのですが、その 4階



の掛け時計が 3 時 31 分頃で止まっております。
26分の津波、5分で 4階まで飲み込んでいるので
す。なぜ 3時 26分が分るかといいますと、私の車
が流された時間だからです。実は私は、軽自動車

を買ったばかりでした。商工会館は津波の避難所

に指定されておりましたが、私はそのことを知ら

ず、確かに我々も危機管理の薄さはあったのです

が、そのことを聞きましたので、誰かが逃げて来

るかも知れないと、男性職員だけを残し、女性職

員を税理士さんにお願いし、町立病院という高い

所の病院に逃がしました。しかしローンを 1 度し
か払っていない車だけは、高い所に逃がしても良

いのではないかと、車を 1 階の駐車場から動かし
ました。１回目の地震で既に 60cm 程地盤は下が
っておりましたので、渡し板をかけてゆっくりバ

ックをし、道路にでたのですが、ギアをドライブ

に入れて走ろうとした瞬間、道路の側溝から水が

吹き上げててくるのです。私は車におりましたの

で、海岸の状況は全くわからなかったのですが、

本当に見事に側溝の穴から水が吹き、驚いている

と、今度はすぐにその側溝のコンクリが浮かされ

て、前に流れてきたのです。もう車は駄目だと思

い、すぐに車から降りました。あのまま 5m でも
走ったら、私は流されたと思いますが、そこから

やはり奇跡が始まっていくのです。降りた瞬間、

車はイモビライザーが働き、ハザードを点け、ク

ラクションを鳴らしながら流れ、するともう見渡

す限り水となりました。事務所にはどんどんと人

が来ておりまして、非常階段で事務所に戻り、と

にかくパソコンがなければまずいと、水が事務所

に侵入しながらもパソコンを持っておりました。

津波は外海から、マリンパル女川に水が訪れ、引

いてみると写真のような状況でした。観光桟橋も

飲まれました。 
先ほどから町立病院のお話を少ししておりまし

たが、ここは海抜 16mにある病院です。税理士さ
んと女性職員が向かったこちらも避難所になって

おりましたが、結果この 1階まで水が入りました。
恐らく 20mくらい来たのではないでしょうか。 
押してくる波は本当に怖かったです。私は車を

流され、意気消沈しながら、しかしパソコンを持

って 4 階の会議室に上がりました。正直な所、防
災無線は最初｢大津波警報 3m｣と言いました。そう
しているうちに｢大津波警報 6m、逃げろ｣と商工会
の前で警察に言われ、怒られました。しかしそん

なことを言われてもここは避難場所であるし、6m
だと 2 階までやられてしまうなといった感じでし
た。そこで我々は情報が止まっているのです。皆

さんの所では、大津波警報 10m以上と情報修正が
あったようで、女川でも車に乗っていた人はそれ

を聞いたと言う人もおりますが、車も流され、何

も情報を得るものがなかったので、6mという頭で
した。先ほどのビデオを撮っていた人が、｢10mあ
るじゃないか｣と言っていたのは、このあらわれで

す。私もせっかく持ってきたパソコンを 4 階に投

げ、このままではまずいと屋上に上がりました。

向かいに 3 階建ての金物屋さんがあったのですが、
すっぽりと飲まれており、これは 10m ではない、
もう駄目だ、どうすると考えた時に、そこにあっ

た受水槽に上るしかない、もうこれしかないと、

もう一人の職員と死に直面した話を致しました。 
我々商工会の理事で、お茶屋さんをしている小

野寺さんは、3 階建ての立派なお茶屋さんだった
のですが、3 階ごと流されている光景です。彼は
ここで、我々の会長に｢今までありがとう…｣とメ

ールを打っていたというのです。人間、切羽詰っ

た時にやれることとは、笑いがでるほど滑稽なも

のですが、死に直面した本人は、それを考えたと

いうことです。私もあとからお話しますが、子供

のことを考えた、それだけです。とる行動も本当

に陳腐と言いますか、滑稽です。しかし本人にし

てみれば、それが今精一杯できることなのです。 
女川の前景は綺麗な港町でしたが、波が引いてみ

ると、何もなくなってしましました。 
引き波ですが、ありとあらゆるものを巻き込ん

でいきました。海と陸の境界線には、ちょうど 8m
位の滝壺ができました。水が引くと、岸壁のパイ

ルの足が全部見えています。そして白波を立てて

次の波が来ているのです。この後ろには山を隠す

波が来ました。私も受水槽から見ており、「ああ、

次は終わったね。山が隠れるものが来たよ」と諦

めました。しかし幸い、来てみると 4 階をのんだ
だけだったので、一番追い詰められたものは、学

術的には 2 波ということになるのだと思います。
そして、私が見た山が隠れたという波は 3 波にな
るのだと思います。一晩、事務所に取り残されて

おりましたので 20数波まで数えましたが、もう後
は止めようということで、止めました。 
そして最も高い津波が押し寄せたたった 40分~50
分の間に、沢山の雪が降りました。私は、上は大

雪、下は水だらけと、何で震えているのかわから

ない状況でした。 
震災への備えとして、経験して思うことは、と

にかく「逃げろ・生きろ」ということです。逃げ

れば生きられるのは当たり前と思うかもしれませ

んが、今回、我々に商工会が避難所だと言った奥

様達がおりました。彼女たちは、信仰があったの

かはわかりませんが、13m程度の山にある、ある
宗教の建物に、我々に忠告しながら逃げていきま

した。ここで大丈夫だと思ったという話らしいの

です。もう 5m 程あがると、第 2小学校というギ
リギリセーフだった学校があるのですが、やはり

逃げるのであれば、山が頂上まであるのであれば、

頂上まで逃げなさい、そこまで来たらまた考えな

ければなりませんが、自分勝手な思い込みで大丈

夫だと思うことはやめた方が良いのだろうと思い

ます。逃げられるのであれば、とにかく逃げると

いうことです。津波ばかりが災害ではなく、火事

や地震そのものであったりすると思います。皆さ

ん従業員も抱えておられることと思いますので、



やはり職場では、あまり良いシミュレーションで

はありませんが、実際我々のように経験した者も

おりますので、｢たられば｣ですが、こんな時には

どうしようと、Q&Aのようなことを考えておくべ
きだと思います。そしてそれに伴う訓練を多少は

しておくこと、そして家庭に帰れば当然ご家族も

いるでしょうから、家だったらどうだろう、職場

だったらどうだろう、人を使っている立場であっ

たらどうだろうと、立派な分厚いものを作れとは

言いませんが、危機マニュアルは必要であると思

います。「逃げろ・生きろ」位のもので、そのため

にはどうする、何を持っていくのか等、最低限ル

ールがあった方が良いだろうと思います。 
備えということですが、必要であったものはや

はり、乾電池式ラジオでした。それから懐中電灯、

そして携帯の充電器です。今私はどこへ行くにも、

この 3 点は必ず持ち歩いております。そして水、
無くなればリュックに水を挿して歩いています。

困ったことは、そこなのです。食べ物等は、食べ

なければ食べないなりに 3~4日はなんとかなりま
す。そして工具等色々ありますが、工具等はみな

さん車に積んであるものがありましたが、その車

を流されると何もなくなってしまいました。しか

し幸い、色々なものが流れ着いてありましたので、

正直な所道具では困りませんでした。身分証明、

免許があればそれでよいのですが、高齢の方など

は免許もなく、それで銀行に行くと保険証を持っ

て行っても駄目なのです。信じてはいるのでしょ

うが、拾ってきたものではないのかといった感じ

で、銀行は受け付けてくれません。顔写真がつい

ているものがある人は良いのですが、無い人は住

民票を取ってきて下さいと銀行から言われます。

役場が流されているのに何を言っているのだろう

と思いますが、やはり手続き上、どうしてもこん

な理不尽があったりします。住基カード等、普段

はあまりつかいませんが、持っていると良いのか

なと思います。 
そして銀行カード、通帳やハンコが流されてい

ても、カードと免許証があれば、比較的にすぐ銀

行は手続きをしてくれました。やはり皆さん財布

を持って逃げるので、カードや免許を持っている

人は多かったです。 
衛生用品、女性の方はやはり生理用品が無くて

大変だった、辛かったと言っておりました。その

他にも必要であった、あれば良かったといったも

のがありますが、パソコンのデータ、パソコンは

失っても何でも良いのですが、やはり中身のデー

タ、皆さんバックアップ等きちんとされていらっ

しゃると思いますが、私自身もなぜ USB一つポケ
ットに入れられなかったのかと後悔致しました。

それだけ動揺しているということです。日頃から

こういうことに気を付けていなければならないと

いうことです。 
そして思い出の品、常に持って歩けとは言いま

せんが、これだけはいくらお金があっても戻せま

せんので、例えば今写真でしたら、スキャンをか

けてデータに保存し、バックアップをとる等とい

ったことをしておくと良いと思います。全部流さ

れてしまって、かわいそうな葬式を数件見ました。

写真がないから遺影もない、まだ遺体も上がらな

い、当然家も流されて遺品すらない、空のままの

骨壺にただ法名だけついたといった葬式を見ると、

本当に辛く悲しいです。日頃から準備が難しいも

のもあるかもしれませんが、万が一の時にはパッ

と持ち出せるような、そういった工夫は必要であ

ると思います。しかしだからといって、準備して

いたものを取りに戻るといったことは止めた方が

良いと思います。今回、せっかく安全圏まで逃げ

たのに、貴重品を取りに、または親切心で戻って

そのまま帰らない人が沢山おりました。これは大

事なことなのでしょうが、やはり自分の身は自分

で守るということが最初ですので、生きてからこ

そ初めて行政の支援があったり、絆が生きるので

あって、やはり初めに我が身は我が身で守らなけ

ればならず、だからこそ逃げるということを考え

て欲しいということです。貴重なものだからとい

ってあまり戻らない方が良いという教訓です。 
そしてインフラが回復するまでですが、家が流

されなかった浦宿地区という所ですら、これだけ

の日数がかかっております。インターネットは 3
ヶ月以上かかっております。電話・電気・水の有

り難さが今回良くわかりました。 
その時１ですが、これが商工会館でした。ここか

ら車で走ろうとしましたら、写真ではみな側溝が

抜けておりますが、本当に危機一髪でした。そし

て事務所の中ですが、

物が残っていると思

いがちですが、これ

は全て他人の家のも

のです。自分たちの

物は流され、人の家

のものがある訳です。

やましい気持ちは無いのですが、全て開けてみま

した。何故開けるかと言いますと、タンスには写

真やへその緒等入っている場合があり、やはりこ

れも思い出の品であるので、こうしたものは返し

てあげたいと思い、ぐちゃぐちゃになっていても

ないよりは良いだろうと、本当に親切心で行って

おりました。 
その時 2、これは 3月 12日の朝です。私たちはこ
の会館に 1 晩取り残されまして、次の朝、腰くら
いの津波しか訪れなくなったので、時間をみて脱

出しました。給水塔

からはこの全光景を

見ておりましたが、

いざ地盤面に立って

振り返った時には何

もなくなった涙がで

ました。本当に無残な光景でした。しかしそんな

中生き残って、まず幸いであったといった感じで



した。そして驚愕な光景でした。 
昨年 6 月の写真ですが、ちょっとした台風が来
るとまだ町がこんなにも沈みます。防波堤も切れ

ましたので、ちょっとした風が吹くと、まだまだ

水が来ます。これで復旧・復興、土盛りとは論外

であると思います。土を盛ってもこの通り水がく

ればまた引かれます。2 年かかってまだこんな状
態です。 
冒頭にもあった写真ですが、海から実に 3km一

発で失いました。海から 100m 弱の所にあった商
工会の事務所、そしてここくらいしか水に浸から

ず残ったところはありませんでした。 
九死に一生ということで、私の話になりますが、

屋上にこのような受水槽があります。写真の彼が

170cm位だと言っておりましたので、受水槽はゆ
うに 6m 位はあるだろうと思います。そして当日
はこんな感じでした。今こうして冗談を語ってい

ますが、覚悟はしていたのです。 
その時 4 の写真ですが、あの受水槽が本当にこん
なです。ここに辛うじて、しかし幸いこの状態で

水が止まって、引き波が始まるのです。この状態

での引き波も怖かったです。ガタガタと凄く揺れ

ますし、手を離せばそのまま落ちていきますし、

覚悟はしておりましたが、死にもの狂いといった

感じです。こうした中で色々な人を見ました。家

ごと流さ行く人、即死でしょうか、そのままグル

グル回りながら流される人、物につかまって流さ

れる人、我々ももう駄目だと思ったのですが、や

はりそうやって流れる人に、本当に心から「頑張

れ」と、物につかまってあの滝壺のような所に、

今さらわれ行く人が言うのです。この光景で、で

す。絶叫です。泣きながら「頑張れ」と、「お前も

頑張れ」と、そうした光景をここで見ておりまし

た。当の自分たちも、次は我々だと思いながら、

人間性悪説、性善説色々あるのでしょうが、人と

いうのは皆良い人なのだと思います。お陰様で皆

さんとこのように会ったり、本当にこのような繋

がりが出来るということは、人は根から悪いので

はないのだろうなと、心から頑張れと、そう叫ん

だのはこの時初めてでした。 
宮城ではメジャーな「河北新報」に、私の記事が

載りました。ここにも私の心境が書いてあります

が、私の心境といいますのは、あの状態でしたの

で死は覚悟致しました。受水槽 4つ角に男 4人、
来世で会いましょうと、もう絶望感を通り越して

覚悟をしているだけでした。吹っ切れてはおりま

したが、でも私の場合、当時 3歳と 1歳のサワと
アヤミ、まだ下の子はようやくおむつをはいて、

ちょこちょこと歩けるくらいになった所で、言葉

は話せず、もごもご話すくらいです。上の子は 3
歳でしっかりはしておりましたが、けれども 3 歳
は 3 歳です。私が最後に思ったことというのは、
もうこの子供たちに会えなくなるのだ、その一心

だけでした。自分の死はもう覚悟をし、諦めまし

た。辺りの人が流され、町も一撃で壊滅させるほ

どの物の真っ只中にいるので、もう諦めました。

しかし本当に最後まで思ったのは子供たちのこと

です。もう会えない、もう触れられないと思いま

した。その中で、まず事務所は丈夫で残りそうだ

ったので、受水槽のタンクの所にあったワイヤー

で吊るためか何かのリングに流される前にネクタ

イを結びました。私は黒いネクタイしかしないの

ですが、恐らく家内は原発の方で働いていたので

生きているだろうと思い、商工会に黒いタイ、し

かも汚れか擦り切れるまで毎日同じものをしてお

りまいたので、家内は見れば私のだと分るのです。

商工会が残るか残らないかは別として、それを子

供たちに残してやりたかったのです。先ほど屋根

でメールを打っていたというのと同じ心境です。

やれることと言えば、これを子供たちに残さなけ

ればということ、お父さんが最後までここにいた

ということ、お父さんの最後がここだったという

ことを、3 歳と 1 歳の子供たちですのでまだ何も
わからないでしょうから、それを残してやるとい

うことしか考えられませんでした。 
ネクタイをそこに残すのは良いのですが、22年の
4 月に女川に赴任をしまして、そこで前任者に追
いつけ追い越せで、その頃から土曜、日曜もなく

働いておりました。しかし我々の仕事とは 1 シー
ズンを通すと、ある程度のリズムが見えますので、

今年度を頑張れば次年度が楽になると一生懸命頑

張りました。そして 1 年間かけて改革もしながら
進めてきて、色々なものも作りあげて、3月 11日
に全て持っていかれてしまいました。3月 11日と
言いますと確定申告の真っ只中です。商工会でも

最も繁忙の時期、3月 15日の手前ですから、3月
11 日の金曜日、12 日、13 日で申告、土日にやれ
ば 15 日の申告に 100 何十件出せるかといった、
その瀬戸際でしたから、当然夜中にしか家には帰

れませんでした。本当に子供たちが鼻いびきをか

いているときに家に帰り、そして私も疲れていた

ので、子供たちが保育園に行く時にようやく起き

る、そんな状態が 1 年続いておりました。いつも
寝顔に、サワが私の隣で寝ているのですが、「お父

さんが来年の連休に動物園に連れて行くからな」

と、そんなことがずっと続いておりました。3 月
11日の朝も、子供たちはキャーキャー言いながら、
家内の作った朝食を食べていたのは聞こえていた



のでわかっていましたが、私も夜 2 時、3 時が普
通で、もう少し寝かせて欲しいと寝ているうちに、

子供たちも保育園に行き、家内は仕事に行ったの

です。そんな感じで子供たちは行ってしまい、私

も遅刻ギリギリに事務所に行き、常に申告をして、

まさかその午後にあんな死に目に会わされるとは

思ってもおりませんでした。なんで今日、子供た

ちがキャーキャー言っているうちに、朝「おはよ

う」と、一緒にご飯を食べ、歯を磨いてあげて、

保育園の遊び着を着せ、黄色い帽子をかぶせ、「い

ってらっしゃい」と、何故今朝言えなかったのか

と思いました。送り出す前に「いってらっしゃい」

とぎゅっと抱きしめてあげ、ほっぺになんでチュ

ーの一つもしてやれなかったのかと、その後悔で

した。そんな後悔はもう二度としたくはありませ

んし、当然、なければもう良いのです。 
いつ何時、何が訪れるかがわからないという中

なので、皆さん日々、一日一日を大切に、その意

義を大切に生きて欲しいと思います。私自身、自

分の死よりも、もう子供に会えないというその後

悔が先に立ちました。皆さんが今この場で何かが

起きた時、真っ先に思い浮かぶことは何でしょう

か？家族でしょうか？友達でしょうか？趣味でし

ょうか？やはりその思うことが一番大切なことで

すので、それも大切にしながら、忙しいお仕事で

しょうが、大切に、家族も大切に、触れ合う時は

触れ合う、そういって日々大切に生きて欲しいと

思います 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
田中滋晃様(狭山 RC) 
    本日、３ＲＣ合同例会を企画頂きまして、

ありがとうございました。また、遠路卓

話のため来て頂きました、青山様よろし

くお願い致します。 
田口伸一様(狭山 RC) 
    狭山中央ＲＣの皆様、講師の青山貴博様

本日は大変お世話になります。よろしく

お願い致します。 
佐藤信男様(狭山 RC) 
    ３ＲＣ合同例会おめでとうございます。

常に仲良くしたいものです。 
田島 貴様(狭山 RC) 
    本日はお世話になります。 
西澤長次様、小川正幸様(新狭山 RC) 
    本日はお世話になります。よろしくお願

い致します。 
坂野好邦様、井花富男様(新狭山 RC) 
    若松会長様、稲見幹事様、今日はお世話

になります。どうぞよろしくお願い申し

上げます。 
伊藤宣明様(新狭山 RC) 
    本日はお世話になります。大宮に行くた

め途中退席しますが、よろしくお願いし

ます。 
田口孝志様、渡辺 進様(新狭山 RC) 
    本日はお世話になります。 
石田 嵩様(新狭山 RC) 
    今週の木･金、14・15日に当社恒例の｢ユ

ースＯＡ・環境・防災フェアー｣を開催致

します。ご都合が付きましたら、参加を！ 
若松君 本日は、青山様、遠方より卓話ありがと

うございます。よろしくお願いします。

狭山ＲＣ，新狭山ＲＣの皆様、本日はご

協力ありがとうございます。 
稲見君 女川商工会、青山貴博様、今日のお話楽

しみです。よろしくお願いします。狭山

ＲＣ，新狭山ＲＣの皆様、ようこそお出

で下さいました。今日一日よろしくお願

いします。 
江原君 宮城県女川町商工会・経営指導員副参事

青山貴博様、本日はお忙しい中、遠路は

るばる私共のためにお出で下さいまして

本当にありがとうございます。本日は卓

話、以前より楽しみにしておりました。

何卒よろしくお願い申し上げます。また、

狭山ＲＣ，新狭山ＲＣの皆様、ようこそ

お出で下さいました。本日はよろしくお

願い致します。 
 
 

 
 
 
 
寳積君 尚寿会は震災後の帰宅困難者、患者受け

入れ、職場提供、義援金、ボランティア

活動を通して、東北が復興するまで応援

し続けます。 
益子君 青山様、卓話よろしくお願いします。 
栗原(憲)君 青山貴博様、ようこそお出で下さいま

した。卓話よろしくお願い致します。 
栗原(成)君 女川町の大震災に多大なる支援を頂

きありがとうございます。また、青山様

本日の卓話感動致しました。 
中谷君 女川町商工会副参事・青山様、昨年 11月

の親睦旅行では大変お世話になりました。

本日は、狭山までお出で頂きありがとう

ございます。東日本大震災の体験談よろ

しくお願いします。 
小幡君 青山貴博様、遠くより当クラブへお出で

頂きありがとうございます。卓話よろし

くお願いします。 
佐藤君 女川町商工会の青山様、6 時間もかけて

狭山に来て頂き、大変ご苦労様です。 
    震災の貴重な体験談、よろしくお願い致

します。 
高田君 青山様、本日はありがとうございます。 
山室君 青山様、本日卓話よろしくお願いします。 
    狭山Ｒ、新狭山ＲＣの皆様、本日はよろ

しくお願いします。 
狭山中央ＲＣ美女軍団 
    女川町商工会の青山様、ようこそお出で

頂きました。いつもより念入りに化粧を

して参りました。大変な経験をなされて

想像もつきません。まだまだ大変だとは

思いますが、今日は本当にありがとうご

ざいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


